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☆県総体幡多地区予選会大活躍！ ☆７月の日程
６月９･10 日に行われた県総体幡多 ・１日(日)→ジュニアオリンピック陸上選考会、PTA 行政研修会

地区予選会で、生徒たちは大活躍しま ・２日(月)→期末テスト（国語・数学・技家）給食なし放課、SC 来校

した。大会へ向けチーム一丸となって ・３日(火)→期末テスト（理科・英語・社会・保体）テスト後授業

練習してきたことが、この大切な大会 市教育委員会学校訪問、部活開始

で十二分に発揮できたと思います。野 ・４日(水)→ 2 年職場体験、PTA 役員会

球の優勝、卓球男子、ソフトテニス男子、剣道男子の団体準優 ・５日(木)→ 2 年職場体験

勝、バスケ女子の３位、ソフトテニス女子の県総体出場権獲得 ・６日(金)→ 2 年職場体験

など輝かしい成績を収めてくれました。個人でも剣道男子の優 ・７日(土)→市 P 連保幼小中高連絡協議会、中長距離記録会

勝、準優勝、ソフトテニス男子の優勝、卓球女子の優勝、卓球 ・８日(日)→科学の甲子園予選

男子の準優勝バドミントン男子の優勝、３位と本当に大活躍の ・９日(月)→若年教員アドバイザー支援訪問、SC 来校

清水中学校でした。この大会で勝つのは大変難しく、県総体の ・10 日(火)→読み聞かせ、センターママ・補導員合同研修会

出場権を獲得することも難しいのです。残念ながら出場権を獲 ・11 日(水)→人権講演会、職員会・校内研

得できなかったチームも最後まで全力プレーは素晴らしかった ・12 日(木)→専門部会

と思います。本当によく頑張ってくれました。どのチームも、 ・13 日(金)→非行防止教室

清水中学校の生徒として立派に行動してくれました。中学生ら ・14 日(土)→参観日、地域学校協働本部（開かれた学校づくり）

しく爽やかに頑張ってくれていることを本当に嬉しく思います。・16 日(月)→海の日

県総体でも、きっと頑張ってくれることと思います。応援よろ ・18 日(水)→職員会・学年部会

しくお願いします。 ・19 日(木)→終業式、全校集会、移動図書

＜第 72 回高知県中学校総合体育大会会場＞ ・20 日(金)→振休、県総体出発

陸上競技：春野運動公園陸上競技場 野球：東部球場 ・21 日(土)→県総体（卓球、バスケ、陸上、野球、テニス

バスケ：春野運動公園体育館 卓球：県民体育館 ソフトテニス、バドミントン）

ソフトテニス：東部運動場テニスコート ・22 日(日)→県総体（卓球、バスケ、陸上、野球、テニス、

バドミントン：南国市立スポーツセンター ソフトテニス、バドミントン、相撲）

剣道：県立青少年センター体育館 ・23 日(月)→県総体（剣道、野球、バスケ）

相撲：春野運動公園相撲場 ・25 日(水)→個人面談、剣道強化合宿（～ 27 日）

テニス：春野運動公園テニスコート ・26 日(木)→個人面談

☆土佐清水いのぐ塾（防災教育後援会） ・27 日(金)→個人面談

6月15日防災講演会「土佐清水いのぐ ・30 日(月)→市中高生みらい議会リハーサル

塾」を開催しました。「いのぐ」聞き ☆公開授業研究！
なれない言葉ですが、古い土佐弁で「生 ６月は「学び」の月間です。学びの質

き延びる。」という意味だそうです。 を上げるために、授業改善プラン、校内

高知新聞社が「いのぐ」をキャッチフ 授業研究会、授業づくり講座と多くの教

レーズに防災プロジェクトを開催して 科で授業研究を行いました。また、県教

いますが、今年度、清水中学校でも開催してくれました。３年 育次長学校訪問、学力向上総括専門官学

生が１年生の時に書いた「防災小説」が、特徴ある取組として 校訪問等多くのご指導・ご助言も頂きま

評価もしてもらえいのぐ塾に繋がったと思っています。講師の した。「主体的・対話的で深い学び」がこれからのキーワードに

宮城県女川町出身の鈴木智博さんは小学校６年生の時東日本大 なってくる授業づくりは、本校でも取組を進めているところです。

震災で被災され、かけがえのない母と祖父母を亡くしました。 生徒たちが自ら進んで学習に取り組め、仲間と協働して課題を発

女川第一中学校で「女川いのちの石碑プロジェクト」千年後の 見し解決することが出来るような授業づくり、魅力ある授業を目

命を守るための活動をしてきたことについて話をしてくれまし 指して取り組んでいきます。もちろん、基礎基本の習得は当然の

た。講演後の質問でも多くの生徒たちが被災後の事についてス ことですので、そのことと併せて質の高い授業が行えるよう、教

トレートにぶつけ、それに対しても丁寧に答えてくれ、本当に 師も勉強していきたいと思っています。県教育次長、指導主事の

有意義な防災教育講演会になったと思います。地域住民との懇 先生方も、生徒たちの様子を見て高く評価してくださっています。

談会においても中学生の意欲的な発言に、意識の高さもうかが 生徒たちの学力がしっかり着き、自分の夢に向かって頑張れる

え多くの関係者からも高く評価していただきました。生徒たち 生徒になるように支援をしていきたいと思っています。

も防災教育を通じて土佐清水市に住んでいる人たちのためにで ☆本校ホームページを見てください！
きることをしたいという思いは強く持っていると思います。 本校ホームページをできるだけ多く更新するようにしていま

6月17日の高知新聞朝刊でも今回の「土佐清水いのぐ塾」の記 す。生徒たちの授業の様子が分かるように、トップページの下の

事は大きく取り上げてもらっています。また、講師に帯同して ほうに掲載しています。ぜひご覧ください。生徒たちの日頃の様

きた朝日新聞社の方や慶應義塾大学大木先生との繋がりから、 子もわかると思います。

「土佐清水の命を守る」取組に広がりもありそうです。近いう ジョン万スピリット

ちに起こる南海トラフ巨大地震で、一人の犠牲者も出さない土 ①旺盛なチャレンジ精神を持つ。

佐清水を作るために何ができるかしっかり考えていきたいと思 ②大事な場面で、自分で決断し、結果を他人のせいにしない。

います。 ③決してあきらめない。
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